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お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 表面・微細加工担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：ouyou@mtc.pref.kyoto.lg.jp

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 化学・環境担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：qe@mtc.pref.kyoto.lg.jp

技術センター事業から

顕微紫外可視近赤外分光光度計は、紫外域から近赤外域まで
の広範囲な波長領域（200～2700nm）で、数十μm～数百μ
mの微少部における透過率・反射率を計測する装置です。入射
光をカセグレイン鏡で収束することによって微小分析を実現し
ています。近年では特に材料の小型化が進んでおり、微小部の
物性評価や異物分析などが製品開発から品質評価に至るまで
重要な役割を担っています。また、今後ますます目には見えな
い近赤外域への注目が集まっており、幅広い波長域を利用し
た製品の需要が高まっています。

　品質工学とは、将来起こるかもしれないトラブルを未然に防いで、製品が引き起こす様々な損失を最小化することを目的とする、
汎用性の高い技術方法論です。安定した設計･製造技術を効率よく開発する手法として、様々な技術分野や開発プロセスで活用され
大きな成果をあげています。
　ここでは、京都品質工学研究会の会員募集案内、品質工学セミナーの案内及び平成28年1月29日に開催しました「平成27年度品
質工学セミナー」についてご紹介します。

　京都品質工学研究会では、品質工学を活用した開発
業務の革新・効率化を目指す企業が集まり、品質工学
など開発スキルの相互学習、実際の開発課題への適
用についてディスカッションを重ねています。平成28
年度は初心者向け教育の充実と、研究事例のフォロー
アップや個別課題相談など実践支援の強化に注力して
いく予定です。
　初心者の方も参加しやすい研究会です。技術開発・
製品開発の改善・効率化、技術人材育成を目指す方々
のご参加をお待ちしております。

MSV－5200DGK　（日本分光株式会社）
測定モード 透過測定、反射測定
波長範囲 200～2700nm
　　　光　源 WI ハロゲンランプ (340～2700nm）
 D2 重水素ランプ （200～340nm）
 Xe キセノンランプ （200～340nm）
　　　検出器 光電子増倍管
 冷却型PbS光導電素子
カセグレイン鏡 16倍、32倍
対物レンズ 10倍、20倍、50倍
測定アパーチャ径 φ 10 μm～φ 200 μm
電動ステージ X76mm、Y52mm、Z25mm
利用料金 3500円／1時間

概 要 装置仕様

利用事例

※機器貸付、依頼試験方法等詳細は、ホームページをご覧ください。https://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/p_gijutsushien/

機器紹介

「顕微紫外可視近赤外分光光度計」のご紹介 京都品質工学研究会のご案内

特定の吸収波長でマッピングを行うことで面内分布測定が可能

ディスプレー用RGBカラーフィルターのスペクトル

ボルボックス類（緑藻の一種）の測定

微細なパターン構造の測定とシミュレーション
- Si パターンの自然酸化膜の膜厚解析 -

多層膜解析によりSi自然酸化膜の膜厚を算出微小部分の測定が可能

ソフトウェアによる
カラー診断

※写真・図：日本分光株式会社様よりご提供

平成27年度品質工学セミナー（平成28年1月29日開催）の報告

■平成28年度 品質工学セミナーのご案内

京都品質工学研究会の会員を募集しています！

　講師自身の品質工学との出会いや体験を織り交ぜながら、品質工学における基本機
能を中心に解説されました。
　たとえば養豚業での排泄物処理問題では、養豚の基本機能「ブタを成長させること」
を最優先に考えることで、処理費用や公害問題についても効果が上がりました。
また、偽札対策において、偽札の判別システムを構築するには、すべての偽札を研究す
る必要がありますが、本物の判別システムを作れば、研究対象が絞られて工数・コストの
削減につながるほか、未知の偽札にも対応できるようになります。
　品質工学は①技術開発論、②総合評価法、③最適化法の三つの顔をもちます。経済性や合理性、ロバスト性を重視することで
技術者から無駄な仕事を省くことにつながります。
　具体例として、作像システムやお味噌の味の評価について参加者も一緒に考え、意見交換を行いました。これらは一例であり、
品質工学に期待できることは技術開発のみならずあらゆる分野にわたっています。
　品質工学について継続的に学習し、実践していくために、京都品質工学研究会への入会を呼びかけていただきました。

　品質工学は難解で、敷居が高いと考えておら
れる方もおられると思います。今後、品質工学を
技術開発、経営戦略に取り入れるための土台作
りにぜひご参加ください。
　平成28年度は5月と1月（平成29年）に開催い
たします。

「やさしく学ぶ品質工学～品質工学の概要と基本機能」

〈京都品質工学研究会 平成28年度活動計画〉
活動内容：①定例会（毎月第2金曜日の午後）
 ②基礎学習会（7月8日（金） 10～17時、新規会員・初心者向け）
　 　経験者の方もご参加いただけます。
 ③講師による個別課題相談（各定例会開催日の午前）
講　　師：各定例会に外部講師をお招きします。（TM実践塾 芝野広志 氏、

（有）アイテックインターナショナル 中野惠司 氏を予定）
年 会 費：法人会員　1社2名まで40,000円（追加1名につき15,000円）

個人会員　1名 20,000円。

第１回品質工学セミナー
《日　時》平成28年5月16日（月） 13時30分～16時30分
《会　場》京都府中小企業支援センター ５階 研修室
《内　容》「TAGUCHI METHODS概論～なぜTAGUCHI METHODSか～」

有限会社アイテックインターナショナル 副社長兼シニアコンサルタント　中野 惠司 氏
《参加費》無　料

京都品質工学研究会 講師　芝野 広志 氏

顕微鏡像
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